
ご
み
総
排
出
量
は
１
万
76
㌧
で
、

１
人
当
た
り
６
g
減
少
し
た
。

Q 
　
生
活
系
と
事
業
系
ご
み
の

排
出
量
は
。

A 

　
前
年
度
に
比
べ
生
活
系
ご

み
61
㌧
増
、
事
業
系
ご
み
７

㌧
の
減
。

Q 

　
粗
大
ご
み
の
回
収
内
容
は
。

公
園
施
設

長
寿
命
化
計
画

中央クリーンセンター
　　　　　　　など視察

産業建設

閉会中の各委員会活動状況

　

占う
ら

部べ

川
遊
水
地

・ 　

広
田
川
に
合
流
し
て
い
る

占
部
川
遊
水
地
。

　

 　

遊
水
地
の
概
要
お
よ
び
規

模
は
、
面
積
3
・
7
ha
・
貯

留
量
7
万
８
０
０
０
㎥
。
豪

雨
の
時
、
溢
れ
た
水
を
一
時

的
に
貯
留
す
る
。

　

そ
の
他
、
急
斜
地
崩
壊
対
策

工
事
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、

河
川
改
修
な
ど
を
視
察
。

７
月
18
日　

現
地
視
察

　

岡
崎
市
中
央
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
な
ど
15
カ
所
の
現
況
の
視

察
を
お
こ
な
っ
た
。

　

中
央
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

・  　

可
燃
ご
み
を
処
理
し
て
い

る
焼
却
場
。

・ 　

処
理
能
力
は
３
８
０

を

焼
却
。

・ 　

施
設
の
特
徴
は
ガ
ス
化
炉

と
高
温
溶
融
炉
を
一
体
化
し

余
熱
利
用
に
よ
り
発
電
。

８
月
18
日　

協
議
会
開
催

　

平
成
27
年
度
か
ら
10
年
間
で
、

都
市
計
画
課
が
管
理
す
る
公
園

と
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
を
策

定
し
た
。

Q 

　
策
定
の
背
景
は
。

A 

　
現
状
の
機
能
を
長
期
的
に

発
揮
し
、
維
持
管
理
予
算
の

縮
減
な
ど
を
お
こ
な
う
た
め
。

Q 

　
対
象
と
す
る
公
園
と
施
設

数
は
。

A 

　
16
公
園
、
７
３
８
施
設
。

Q 

　
施
設
の
健
全
度
判
定
の
基

準
は
。

A 

　
劣
化
や
損
傷
状
況
に
よ
り

４
段
階
に
分
類
し
、
今
後
も

利
用
を
し
続
け
る
た
め
お
こ

な
う
。

平
成
25
年
度
の
清
掃
事
業
実
績

　

５
６
３
人
の
人
口
増
に
対
し
、

A 

　
搬
入
人
数
は
１
万
６
５
５

人
、
４
５
０
㌧
で
前
年
度
よ

り
43
％
の
増
。

Q 

　
町
民
総
参
加
ク
リ
ー
ン
運

動
の
実
績
は
。

A 

　
平
成
25
年
度
２
回
の
実
績

は
、
５
２
９
５
kg
で
あ
り
区

長
会
に
示
し
て
い
き
た
い
。幸田文化公園

占部川遊水地（岡崎市）

委員会レポート

議会だより●平成26年10月28日15



高
齢
者
肺
炎
球
菌

　
　

予
防
接
種
始
ま
る

　

予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、

10
月
か
ら
定
期
接
種
に
な
る
。

　

対
象
者
に
は
、
接
種
券
が
郵

送
さ
れ
る
。 子

ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度

総合福祉センター
　　　　などを視察

文教福祉

　

６
月
30
日
・
７
月
１
日
、
静

岡
県
伊
東
市
、
牧
之
原
市
、
神

奈
川
県
座
間
市
を
視
察
し
た
。

伊
東
市

　

新
保
健
福
祉
施
設

　
　
　

整
備
基
本
構
想

　

老
朽
化
し
た
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
代
る
施
設
を
企
画
。
子

育
て
支
援
か
ら
高
齢
者
福
祉
・

介
護
予
防
、
三
世
代
交
流
の
促

進
、
防
災
拠
点
な
ど
の
多
機
能

８
月
11
日　

協
議
会
開
催

　

質
の
高
い
幼
児
期
の
学
校
教

育
・
保
育
の
提
供
、
保
育
・
教

育
の
量
的
・
質
的
改
善
、
子
育

て
支
援
の
充
実
の
３
つ
を
目
的

と
し
た
新
制
度
が
、
平
成
27
年

４
月
か
ら
始
ま
る
予
定
。

Q 

　
新
制
度
の
特
徴
は
。

A 　

民
間
の
小
規
模
保
育
（
定

員
６
〜
19
人
以
下
）
や
事
業

所
内
保
育
（
地
域
の
児
童
の

受
入
れ
）
な
ど
が
加
わ
る
。

Q 

　
新
た
に
始
ま
る
子
育
て
支

援
は
。

A 

　
病
児
・
病
後
児
を
病
院
や

保
育
所
に
専
用
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
、
看
護
師
な
ど
が
一
時

的
に
保
育
す
る
も
の
で
あ
り
、

検
討
し
た
い
。

　

 　

ま
た
、
保
護
者
世
帯
の
所

得
に
応
じ
、
教
育
・
保
育
に

係
る
費
用
を
助
成
す
る
。

Q 

　
自
己
負
担
の
費
用
は
。

A 

　
１
人
２
０
０
０
円
。

Q 

　
希
望
者
は
接
種
可
能
か
。

A 

　
過
去
の
接
種
か
ら
５
年
以

上
経
過
し
て
い
れ
ば
対
象
と

な
る
。

保育園楽しいよ（坂崎保育園）

総合福祉センター

集
約
型
が
特
長
。
市
の
中
心
に

建
設
予
定
で
、
意
欲
的
な
構
想
。

座
間
市

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

コ
ン
セ
プ
ト
は
、
市
民
の
福

祉
を
図
る
総
合
的
な
施
設
。

　

在
宅
福
祉
、
療
育
訓
練
、
市

民
交
流
、
地
域
福
祉
活
動
な
ど

の
施
設
と
社
会
福
祉
協
議
会
が

一
体
と
な
っ
た
運
営
・
管
理
。

福
祉
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。

牧
之
原
市

　

牧
之
原
市
史
料
館

　

相
良
城
本
丸
跡
に
建
つ
史
料

館
で
、
大
屋
根
に
白
壁
の
特
徴

あ
る
外
観
。
１
階
が
展
示
場
、

２
階
が
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
田

沼
意
次
藩
主
に
関
す
る
物
を
展

示
。
学
芸
員
が
常
駐
し
、
展
示

計
画
に
も
と
づ
き
、
リ
ピ
ー
タ

ー
の
確
保
に
工
夫
し
て
い
る
。

閉会中の各委員会活動状況
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幸
田
駅
前
土
地
区

画
事
業
を
視
察

島原市との交流

総合開発

総　務

委員会レポート

Q 

　
宝
物
展
に
出
展
予
定
品
は
。

A 

　
本
光
寺
と
島
原
市
で
調
整

中
で
あ
る
。

消
防
水
利
設
置
の
現
況

Q 

　
消
火
栓
、
防
火
水
槽
の
点

検
は
。

A 

　
ポ
ン
プ
車
で
年
２
回
消
防

水
利
の
点
検
、
維
持
管
理
を

調
査
し
て
い
る
。

Q 

　
消
防
水
利
の
整
備
、
設
置

計
画
は
。

A 

　
平
成
27
年
度
に
消
火
栓
１

基
、
防
火
水
槽
１
基
を
予
定

し
て
い
る
。

８
月
６
日　

現
地
視
察

　

幸
田
駅
前
土
地
区
画
整
理
事

業
の
B
ブ
ロ
ッ
ク
の
進
捗
状
況

と
、
駅
前
銀
座
の
利
用
状
況
の

現
地
視
察
を
お
こ
な
っ
た
。

Q 

　
建
物
移
転
状
況
は
。

A 

　
79
件
中
68
件
が
移
転
。
86

　

・
1
％
。

Q 

　
当
初
予
定
の
ビ
ル
建
設
は

ど
う
な
っ
た
か
。

A 

　
地
権
者
が
協
議
中
。

Q 

　
町
有
地
（
公
園
）
の
面
積

と
活
用
方
法
は
。

A 

　
１
０
０
０
㎡
で
、
今
後
推

進
委
員
会
、
及
び
関
係
者
に

て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
お
こ

な
い
有
効
な
活
用
方
法
を
検

討
。

Q 

　
金
融
機
関
の
開
業
は
。

A 

　
B
ブ
ロ
ッ
ク
の
関
係
者
と

協
議
中
。

８
月
19
日　

協
議
会
開
催

　

今
年
、
島
原
城
天
守
閣
復
元

50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
深

溝
本
光
寺
宝
物
展
」「
松
平
家

歴
史
ゆ
か
り
の
サ
ミ
ッ
ト
」
を
、

島
原
市
で
開
催
す
る
た
め
、
本

町
も
参
加
す
る
。

期
日　

10
月
10
・
11
日

参
加
市
町
は
、
幸
田
町
、
大
分

県
豊
後
高
田
市
、
京
都
府
福
知

山
市
。

　

幸
田
町
か
ら
の
参
加
者
は
、

町
長
を
は
じ
め
職
員
４
人
、
町

議
会
議
長
、
三
河
万
歳
保
存
会

５
人
。

松平家歴史ゆかりのサミット in 島原

進捗状況を視察

議会だより●平成26年10月28日17



地
震
を
想
定
し
た
マ
ッ
プ
を
。

A 

　
内
陸
型
の
直
下
型
地
震
被

害
予
測
は
し
て
い
な
い
。

幸
田
中
学
校

　
　
　
　

防
災
備
蓄
倉
庫
設
置

　

工
期
は
７
月
９
日
か
ら
11
月

７
日
ま
で

Q 

　
幸
田
中
学
校
設
置
以
降
の

計
画
は
。

A 

　
27
年
度
南
部
中
学
校
。
28

南
海
ト
ラ
フ
地
震

被
害
予
測
結
果

運転停止中の
　　　浜岡原発など視察

防災対策

長
野
県
大
鹿
村

　
　
　
　

中
央
構
造
線
博
物
館

　

日
本
で
唯
一
の
中
央
構
造
線

の
博
物
館
。
敷
地
の
真
下
を
通

る
「
中
央
構
造
線
」。

　

中
央
構
造
線
と
い
う
大
断
層

は
、
日
本
列
島
が
大
陸
か
ら
離

れ
日
本
列
島
が
形
成
さ
れ
る
な

か
で
巨
大
な
断
層
に
な
り
研
究

が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

　

中
央
構
造
線
研
究
の
学
芸
員

の
解
説
を
受
け
、
内
陸
地
震
発

生
の
仕
組
み
や
備
え
な
ど
、
幸

田
町
の
防
災
を
考
え
、
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
博
物
館
で
あ
る
。

　

７
月
15
・
16
日　

静
岡
県
中

電
浜
岡
原
発
、
静
岡
県
防
災
セ

ン
タ
ー
、
長
野
県
大
鹿
村
中
央

構
造
線
博
物
館
を
視
察
。

中
電
浜
岡
原
子
力
発
電
所

　

３
・
11
東
日
本
大
震
災
で
東

８
月
７
日　

協
議
会
開
催

　

愛
知
県
東
海
地
震
・
東
南
海

地
震
・
南
海
地
震
な
ど
の
被
害

予
測
調
査
結
果
を
協
議
。

Q 

　
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

会
の
受
講
者
は
。

A 

　
７
月
12
日
、
中
央
公
民
館

で
実
施
。
70
人
が
受
け
た
。

Q 

　
愛
知
県
の
被
害
想
定
数
値

が
発
表
さ
れ
た
が
。

A 

　
県
全
体
の
想
定
で
あ
り
、

町
の
想
定
は
２
５
０
m
メ
ッ

シ
ュ
で
想
定
し
て
い
る
。

Q 

　
防
災
と
減
災
、
急
傾
斜
地

対
策
な
ど
の
関
係
部
署
と
の

連
携
が
重
要
だ
が
。

A 

　
減
災
で
は
、
耐
震
化
を
推

進
し
て
い
る
。

　

 　

急
傾
斜
地
を
マ
ッ
プ
化
し

た
い
。

Q 

　
県
の
被
害
想
定
は
、
南
海

ト
ラ
フ
だ
。
内
陸
の
直
下
型

年
度
北
部
中
学
校
を
計
画
。

Q 

　
食
糧
の
備
蓄
が
少
な
い
。

A 

　
40
人
分
で
３
日
分
。
ス

　

 

ペ
ー
ス
が
狭
い
の
で
消
防
署

か
ら
補
充
す
る
。

Q 

　
医
薬
品
の
備
蓄
は
必
要
な

い
の
か
。
援
護
体
制
は
。

A 

　
医
薬
品
は
、
小
学
校
の
防

災
倉
庫
で
備
蓄
し
て
い
る
。

救
護
は
、
健
康
課
が
対
応
す

る
。

防災リーダー養成研修会

中央構造線博物館

京
電
力
福
島
第
一
原
発
の
爆
発

事
故
な
ど
で
国
の
要
請
で
運
転

を
停
止
し
て
い
る
。

　

東
海
地
震
の
震
源
域
に
あ
り
、

活
断
層
が
真
下
を
通
っ
て
い
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
き
わ
め
て

危
険
な
地
域
に
存
立
す
る
浜
岡

原
発
。

　

地
震
対
策
、
津
波
対
策
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
補
強
工
事
中
だ
が

ど
の
よ
う
な
事
態
で
も
原
発
を

安
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
ぬ

今
日
、
再
稼
働
あ
り
き
に
大
き

な
不
安
と
懸
念
を
抱
い
た
。

閉会中の各委員会活動状況
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か
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
で
あ
り

文
章
を
短
く
、
目
次
、
見
出
し

で
、
読
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
と

な
る
。

　

写
真
は
意
思
を
持
っ
て
撮
り
、

そ
し
て
、
動
き
の
あ
る
人
物
を

入
れ
て
効
果
的
に
使
い
、
読
み

や
す
い
紙
面
と
す
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
読
ま
れ
る
議
会

だ
よ
り
を
め
ざ
し
て
編
集
に
生

か
し
て
い
き
た
い
。

委員会レポート

基
本
構
想
（
案
）

示
さ
れ
る

読まれる
　議会だよりめざす

総合計画

議会広報

田
か
ら
・
全
国
へ
・
世
界

へ
」
と
は
。

A 

　
農
産
品
や
工
業
製
品
の
さ

ら
な
る
振
興
を
表
現
し
て
い

る
。

第
80
回
全
国
町
村

　
　
　
　
　

議
会
広
報
研
修
会

　

７
月
10
・
11
日
、
東
京
千
代

田
区
砂
防
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

①
わ
か
り
や
す
い
表
現
・
表
記

② 

議
会
広
報
誌
の
編
集
。
読
ま

れ
る
議
会
広
報
誌
。

③
写
真
の
見
方
、
考
え
方
。

④
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
。

な
ど
専
門
の
講
師
に
よ
る
研
修

を
受
け
た
。

　

文
章
の
基
本
は
、
読
者
に
わ

８
月
８
日
協
議
会
開
催

　

町
の
将
来
像
を
決
め
、
そ
の

実
現
に
向
け
「
６
本
の
柱
」
か

ら
組
み
立
て
ら
れ
た
基
本
構
想

案
を
協
議
し
た
。

Q 

　
地
域
の
声
を
ど
う
反
映
す

る
か
。

A 

　
多
く
の
住
民
の
声
や
議
会

な
ど
広
く
意
見
を
聞
く
。

　

 　

地
域
計
画
は
、
部
門
別
課

題
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
く
。

Q 

　
各
種
団
体
と
の
懇
談
会
と

は
。

A 

　
項
目
ご
と
に
懇
談
の
場
を

設
定
。

　

 　

例
え
ば
「
安
全
・
安
心
」

は
、
消
防
団
や
女
性
消
防
ク

ラ
ブ
な
ど
と
協
議
す
る
。

Q 

　
人
口
計
画
と
４
万
２
０
０

０
人
の
根
拠
は
。

A 

　
国
勢
調
査
と
人
口
問
題
研

究
所
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
。

Q 

　
町
民
憲
章
と
比
較
し
て
、

「
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
」
と

い
う
言
葉
が
な
い
が
。

A 

　
検
討
す
る
。

Q 

　
産
業
振
興
の
項
目
で
「
幸

区画整理がすすむ六栗地区

砂防会館で研修

議会だより●平成26年10月28日19


